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部分集合がベクトル空間になる場合・ならない場合

Q. 次の各部分集合はベクトル空間になるか?
1. 空間 R3 における平面 2x` y ` z = 0

... ベクトル空間に{なる・ならない}

理由
(1)

2. 空間 R3 における平面 2x` y ` z = 1
... ベクトル空間に{なる・ならない}

理由
(2)

3. R の部分集合 Z や Q
... ベクトル空間に{なる・ならない}

理由
(3)



部分集合がベクトル空間になる場合・ならない場合

4. P (R) ff P2(R) = ff(x)j deg f ≦ 2g (deg f は f の次数)
... ベクトル空間に{なる・ならない}

理由
(4)

5. P2(R) ff ff(x)jf(0) = 1g
... ベクトル空間に{なる・ならない}

理由
(5)

6. P2(R) ff ff(x)jf(0) = 0g
... ベクトル空間に{なる・ならない}

理由
(6)



部分空間の定義

★ ベクトル空間の定義の 8 つの条件は部分集合においても成り立つ.
) ベクトル空間の部分集合 (, ;) が 同じ演算 について
ベクトル空間になるための条件

= 「和とスカラー倍が部分集合の中でできる」
= 「和とスカラー倍について 閉じている」

定義
K 上のベクトル空間 V の部分集合 W が V の部分空間であるとは
W , ; であり, 任意の x; y 2 W と 任意の スカラー c 2 Kに対し

(7)

となること.



まとめ

ベクトル空間の空でない部分集合は和とスカラー倍について閉じてい
るとき部分空間と言われる.

部分空間である典型例として, 平面における原点を通る直線や空間にお
ける原点を通る平面, 定数項が 0 の多項式全体

部分空間でない典型例として, 平面における原点を通らない直線や空間
における原点を通らない平面, 定数項が 1(, 0) の多項式全体などが
あげられる.

次回は 「連立 1 次方程式の解空間」


